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職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

コスト・マネジメント、マネジメント・コントロール・システム、顧客志向、製品・サービス開発

研究分野

一橋大学の原価計算の講義にゲストスピーカーとして登
壇し，自身の研究テーマと関連の深い価格決定と目標原
価計算について講義を行った。

Zoomを用いたオンラインでの演習を実施した。アンケー
ト機能，投票機能やブレイクアウトルームといった各種
の機能を積極的に活用することで，学生個々のこれまで
の学習状況や興味関心を把握し，対面に劣らない演習の
実施が可能となるよう工夫した。

専門科目など特に学生の理解度を確認しながら授業を進
める必要のある科目について，Zoomを用いた同時双方向
型の授業を実施した。教員側が一方的に話している内容
を配信するだけに終わらないよう，通常の教室講義より
も意図的に学生に質問をする機会を多く設けた。質問は
音声だけでなくチャットでも受け付け，これによって普
段は発言に躊躇してしまう学生からも意見を得ることを
企図した。くわえて，毎週小テストを実施し，学生の理
解度を丁寧に確認し，補足で説明が必要であると思われ
る部分については，説明資料を提供するとともに必要に
応じて口頭でも補足説明を行うようつとめた。
オンラインという環境を生かし，担当科目の適正をみき
わめたうえで，資料配信型（オンデマンド）によって講
義時間にとらわれない自由な学習スタイルを学生に提供
した。学習時間が自由となることで学習ペースが乱れな
いよう，資料の提供は毎週定時に行い，1回の学習量とし
て適切とおもわれる分量となるよう配慮した。また，大
学ポータルサイトに備えられている小テスト機能を活用
し，学生に問題演習の機会を提供した。この小テストで
は学生には即時に採点結果および誤答に対する解説が
フィードバックされるよう設定されており，学習時間を
自由に確保することのできる資料配信型の授業形式が有

教育研究業績

２　作成した教科書，教材

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

管理会計、原価計算

研究内容のキーワード

３　教育上の能力に関する大学等の評価

４　実務の経験を有する者についての特記事項

５　その他

日本商工会議所簿記検定１級

２　特許等

３　実務の経験を有する者についての特記事項

2022年5月1日

４　その他

全国経理教育協会簿記能力検定上級



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

なし

（学術論文）

1「事業承継と管理会計：
六甲バター株式会社の後
継者を育成したアメーバ
経営」

共著 2022年3月 事業承継を経験した企業において、アメー
バ経営が後継者の経営能力をいかに育成
し、事業承継の円滑化に寄与したかを明ら
かにした論文である。

2「サービタイゼーション
におけるサービス・パラ
ドックス問題と原価企
画」

単著 2021年12月 サービタイゼーションで生じるサービス・
パラドックス問題に関する先行研究をレ
ビューし、この問題を克服するための原価
企画のあり方を検討するための視点を考察
した論文である。

3「サービタイゼーション
戦略における原価企画と
LCCの課題」

共著 2021年12月 サービタイゼーション戦略とLCCの関係につ
いて整理し、サービタイゼーション下での
原価企画における研究課題を考察した論文
である。

4「サービタイゼーション
戦略における原価企画研
究 : PSSの概念整理とTLC
の分析視角」

共著 2021年11月 サービタイゼーションの文脈においてたび
たび用いられるPSS概念を整理し、ここに
TLCの視角を導入することで、サービタイ
ゼーション下の原価企画のあり方を検討す
るための研究課題を考察した論文である。

5「サービタイゼーション
をめぐる管理会計研究の
課題―プリンティング・
ソリューションにおける
事例分析をもとに―

共著 2020年7月

近年増加しているサービタイゼーション戦
略について，具体的な企業事例を分析する
ことで管理会計研究としての課題を考察し
た論文である。

6「原価企画の今日的課題
と対応に関する実態調
査」

共著 2020年7月
企業に対する質問票調査によって，原価企
画に関する実態を調査するとともに今後の
研究の展望を考察した論文である。

7「管理会計がファミリー
ビジネスの事業承継に与
える影響：コマニー株式
会社におけるアメーバ経
営の事例研究」

共著 2020年3月 事業承継を経験した企業において，管理会
計システムの１つであるアメーバ経営がこ
の事業承継に与えた影響を分析した論文で
ある。

8「市場志向における管理
会計の役割期待に関する
研究―製品・サービスの
企画・開発段階に焦点を
あてて―

単著 2018年3月 市場志向に関するこれまでの管理会計研究
のレビューにもとづいて，市場志向の実現
における管理会計の役割期待を分析・考察
した論文である。

（その他）

1国内学会報告「レベ
ニュー・マネジメント研
究におけるプライシン
グ・ケイパビリティ概念
の意義」

単独 2021年11月 レベニュー・マネジメントにおけるプライ
シングの重要性に着目し、プライシングを
実行するために必要なケイパビリティの研
究の知見にもとづいて、レベニュー・マネ
ジメントの研究課題を考察し報告した。

2国内学会報告「管理会計
が後継者と従業員の間の
信頼および従業員のパ
フォーマンスに与える
影響」

共同 2021年9月 事業承継を経験した企業内での質問票調査
の結果にもとづいて、管理会計システムが
従業委の後継者に対する信頼や、従業員の
パフォーマンスにどのような影響を与えて
いるかを考察し報告した。

3国内学会報告「サービタ
イゼーション戦略におけ
る原価企画研究：TLCの概
念整理を中心に」

共同 2021年9月 サービタイゼーションの文脈においてたび
たび用いられるTLCの概念を検討し、サービ
タイゼーション下の原価企画のあり方につ
いて検討し報告した。

43国内学会報告「サービ
タイゼーションにおける
サービスパラドックスに
関する検討」

単独 2020年8月

サービタイゼーション戦略を採用した企業
で発生しているサービス・パラドックスと
いう事象について，これがもたらす管理会
計研究の課題を検討し報告した。

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

一橋大学博士学位論文

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

『會計』200(5): 534-
548

『産業經理』80(2):
137-147

『産業經理』80(2):
137-147

日本管理会計学会2020
年度年次全国大会（於
名古屋商科大学大学
院）

日本管理会計学会2021
年度年次全国大会（長
崎県立大学主催，オン

ライン開催）

『管理会計学』30(1):
73-88

日本会計研究学会第80
回大会（九州大学主

催，オン開催）

日本組織会計学会第4回
全国大会（於成城大

学）

日本管理会計学会スタ
ディグループ「原価企
画の今日的課題と対応
＜最終報告書＞」第5章
所収: 53-70

日本管理会計学会スタ
ディグループ「原価企
画の今日的課題と対応
＜最終報告書＞」第2章
所収:17-24

『立正経営論集』
52(2): 81-92.



5国内学会報告「サービタ
イゼーションをふまえた
管理会計の研究課題の検
討」

共同 2020年8月

サービタイゼーションという現象が管理会
計研究にもたらす新たな研究課題を検討し
報告した。

6国内学会報告「親子間事
業承継における後継者の
役割構築に管理会計が与
える影響」

共同

2020年8月 事業承継を経験した企業の事例をもちい
て，後継者の新たな経営者としての役割形
成に管理会計が与える影響を分析し報告し
た。

7国内学会報告「原価企画
の今日的課題と対応に関
する研究」中間報告

共同

2020年8月 原価企画の今日的な課題とこれへの対応に
関する研究をテーマとする日本管理会計学
会のスタディグループの中間報告である。

8国内学会報告「顧客に
とっての価値を重視した
サービス開発における管
理会計情報の役割：レ
ジャー施設のリニューア
ルを例として」

単独

2019年9月 レジャー施設のリニューアルに携わった実
務家へのインタビュー結果をもとに，サー
ビス開発における管理会計情報の役割を検
討し報告した。

日本原価計算研究学会
第45回全国大会（於成
蹊大学）

日本管理会計学会2020
年度年次全国大会（於
名古屋商科大学大学
院）

日本管理会計学会2020
年度年次全国大会（於
名古屋商科大学大学
院）

日本会計研究学会第79
回大会（北海道大学・
北星学園大学主催，オ
ンライン開催）


